
 



 

①児童生徒にとって、学習のねらいや内容が分かりやすい題材名が設定されている。 

②単元の指導目標は、年間指導目標と関連性をもたせ、一人一人の児童生徒ごとに作成し、関連付けた内容の区分と

項目を記載する。 

③文末が「～しようとしている。」や「～している。」等の児童生徒の状態を示す表記になっている。 

★個別の指導計画と関連させる。 

④児童生徒の単元の指導目標を設定する理由となる実態を記述する。また、児童が主体的に取り組む自立活動の授業を目指

すため、一人一人がもっているよさや興味関心も記載する。 

⑤学習に対しての学級集団の特徴、単元に関わるこれまでの学習履歴の状況について記述する。 

⑥年間指導目標は、個々の目標、関連付けた内容の区分と項目を記し、本単元に関係する目標には◎をつける。 

 



 

⑦取り扱う教材が児童生徒にとってどんな意味をもつか、この教材を通してどんな力を養うことがで

きるか等を記載する。 

★集団での指導を行う時は、単元の指導目標を達成する上で集団での学習の効果について記述する。 



 

⑧教材教具、学習形態、学習過程、教師の支援などについて、指導者の意図的な活動が記述してある。 

★集団での指導を行う時には、指導者の意図を明確にするために一人一人の支援を記述する。 

⑨単元全体の指導に合わせ、本時の指導が具体的に記述してある。 



 

  

 

⑫児童生徒の主体的な取組を支える手立てとして、児童の座席配置や活動場所、指導者の位置等を示す。 

★必要に応じて記入する。 

⑪単元の指導目標との整合性があり、具体的な内容にする。 

★本時の指導目標の内容区分と項目は、単元の指導目標と同じであるため、記載しなくてもよい。 

⑩単元の指導目標を達成するために、学習活動の流れに具体性と必然性がある。 



 

⑲児童生徒が「指導目標に対して達成できたのか、できなかったのか」だけではなく、本時の指導目標や活動に対して「どのような態度で、どのような

思いや考えをもって、変容していったのか」ということも評価をする。 

 

★自立活動の評価は、本時の指導が指導目標に照らしてどのように行われ、児童生徒がその指導目標の実現に向けてどのように変容しているかを明らか

にするものであり、学習活動の結果だけではなく、結果にいたるまでのプロセスも評価をしなければならない。展開例のように観察する場面と視点を

明確にもち、授業後に簡単でよいので記録をしておくとよい。また、評価の例のように観察や振り返りのワークシートの記述を記録しておくとよい。 

（本時の評価の例） 

【Ｄ】みんなが楽しめるゲームの方法を考えようとしていたが、自分の考えを認めさせようと言葉が荒くなることがあった。自分の考えがＣと似ている

ことに気づいて相手に伝えることで、Ｃが準備に協力する様子が見られた。 

振り返りのワークシートには、自分の考えがＣと似ていてびっくりしたこと、子どもも楽しめるように子ども専用の杭を作ることを考えたという点

が書かれていた。みんなが楽しめるゲームを考える中で、Ｃの考えに意識を向けられたと思われる。 
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